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コースのテーマは「人の行動を考えるjであるO 人はお互いに集まって社会を作り、その中で

個人が社会の構成員となるのであるが、そこでは佑者がどのように見たり、聞いたり、考えたり、

行動したりするのかという暗黙の法則を経験的に学ぶことによって他者との円清な関係を形成し、

日常生活を安心して暮らすことが可能になるO こうした人聞の f社会的動物jとしての側面に注目

し、いくつかの法別について体験しながら科学的に考える視点を養うことを授業の目標とした。

2.実施経過

1陸自 10:30～12:00 記者会見ゲーム～印象の形成

（本授業案は、小J11 (2002a ・ 2002b）を参考に作成したものである。）

1.提議自的 自己紹介を兼ねた記者会見ゲームを行う。また、課題を通して、人に対する印象が

どのように形成されるのかという社会心理学の一分野を紹介すること、コミュニケーション

性を理解することを目的とした。

2.授業内容 ①記者会見ゲーム：各生徒がお互いを知る機会を提供し、サマー＠スク…ノレでの友

だちづくりのきっかけにすることと、印象形成についての課題の導入とすることを目的とした。

お互いをよく知り、ょいところをたくさん見つけるという目標を提示し、記者会見似顔番表とゲー

ムのルールを配布した。一人の会見時間は3分とし、 3人の記者が質問をした。

②印象形成ゲーム：このゲームは、人は偏った情報から他者の印象を形成している可能性があるこ

とに気付かせることを目的とした。

架空の人物（K君）についての清報を10種類用意した。生徒は、情報をlつ受け叡り、 K君がど
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のような人物かを考えるO ついで＼まわりの生徒と

どのような人物かを考えさせた。そして10麓類すべて

させる。このK君は fまんがサザエさんJ

についてのイメージを考えさせた。こ

したときでどのように

して3つの情報を入手させ、さらにK

し、 K君がどのような人物

をモヂルにしており、

1つだけのとき、 3つ

るのかグラフ化させ、

それにつし させた。

いて っfこO

、をよく先日るためにはコミュニケーション ることに③思いこ

ついて理解を促した0

3.惑懇受講し

ーム

とも継続する相互作用が期待されるような関係ではないため

った。しかし感想から、印象形成における

決めつけがちになる入閣の認知の特徴について って受け入れられていたことが伺える。

1自詔 13:00～持：30

は、虞間（2002）を参考に作成したものである。）

1.援護語的 課題を通して、心理学の一分野であ

領域である記穏について紹介することを目的とした。

及び認知心理学の代表的な研究

として、 となる入と打ち るふりを2. 

しfこO

②認知心理学＠記壊という用語の説明を行った。

③「覚えようとしなければ細かい部分

となった人物の服装や持ち物を思い

きないJという体験をさせるために、①で記

間人に想起させた後、

を5人のグループ。内で、発表させ、記録させた。その後、グループごと ♂コ

となった人が入室し、自答が当たっていたかどうかを確認した。

⑥「覚えようとしなければ細かい部分は正確に記壌できないjことを確認し、 f人間

もどうにかなるようなことはできるだけ省略をするJと解説した。

⑤100円玉課題：「日常よく見ているものでも縮かい部分は正諸に記壊していない」という体験を

なくて

するために、 100円玉に誌かれているものを正確に思い出すという課題を行った。

⑦⑥は①の課題と同様に、「覚えなくてもどうにかなるようなことはできるだけ

う人間の記情の特徴と関連していると解説した。

するj とい

し、

「普段よく使っている

¥ t.こことに

1たJ3. 

り

うかがえた。

また、 る

池

1窃自 1ヰ：30～16:00 知覚と

l立、呂田（2002）を参考に作成したものである。）

つリ



1 .授業自治私たちはものを f

る際にも

るようにJ

せるよう

とした。また、

きさ

ム」ザ
」
、
、

る

て

と

い

し

させ、それが人や

つ

る。

ピ

している

2. 

ングハウス

②閉じものでも 2つ

。文巌により

いた〉。

ど〉。

払 CJや「12、13、14Jと

ょっ るといっ

される

し

た。

③1コマと 2コマ

と2コマ

1参類、） : 1コマ

る

る

だ とき

ることに気付かせる。

より

しfこO

3. 

という

ゆ
J

ら

わ
’しw
、
やと甲」たつ

iい

じちれる。また、パラン

ものを見ているJ

どは、日

しやすし らしさ じさせることから、

さを感じ取ったようである。

2話器 10:00～詑：00 モラルジレンマ＠

は、出口（2002)

1.援護語的課題をi還して、

究館域である

①モラルジレンマ課題：モラルジレンマ

ォーマン

る

ることを目的とした。

し、そのジレンマ場面における適切な行動と理践を摺人で考えさせた。そ

してグルー し） グループとし

さ さ

②このよう る

っfこO

③NASA丹サパイ 「丹

させるjというものである（出口， 2002）。

つを選択させた。 いて、

させた。

なm震に

また、調人による得点とグループによる

にいたってしまう

につい

させた。

し合う

ことにより

3. 

した。

つ ということにびっくりしたj というように、
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＠集団極性化という現象を意外だと捉えた生徒が多かった。また、生徒同士で話し合うと

いう作業自体が楽しいと感じた生徒が多かったようである。 池

2話器 13:00～14:30 対人行動＠社会的スキル

1.授業自的 社会的スキルの紹介とスキルトレーニングの経験を通し、対人関係の基本のひとつ

としてスキルが蒜在することについて理解を促すことを目的とした。

2.授業内容 ①社会的スキノレの存在を指捕した。まず、日常生活における葛藤を生じやすい場面

し、気持ちよくコミュニケ…ションを交わせるか問いかけ、そのようなうまくコミュニケー

ションできるかどうかは社会的スキルに関わっていることを説明した。

②スキノレが欠如する場合、どのようなことが起こるか考えさせ、例を示した。

③社会的スキルの特徴、プロセスについて講義を行った。

④対人関係における社会的スキルの機能を考えさせ、解説を行った。

⑤スキ jレトレーニングの体験を目的として、「頼むJスキノレを例にスキノレトレーニングを行った。

3.感想 スキルという考え方自体が興味深いことであったことが感想の多くから伺えた。またコ

ミュニケーションの重要性に気づき、今後の生活の中で意識的に人と関わっていこうとする姿勢も

られた。 （坂本）

詰患 1ヰ：ヰO～16:00 飽者視点取得

は、斎藤他（2002）を参考に作成したものである。）

1.授議思的 発達心理学の代表的な研究である認知能力の発達段階と心の理論（心の働きや性質

を理解する知識や認知的枠組み〉について紹介することを目的とした。

2.援護内容 ①3つの山の模型を教卓iこ置き、黒板制にいる授業者＠教卓の横にいる補助者から

見える山を想像させ、絵に描かせた。その後、正解の絵が描かれた用紙を寵布した。「この課題は

高校生にとっては簡単だが、子どもにとっては難しいJということを指摘し、発達心理学、及び発

達心理学の代表的な研究である認知能力の発達段階を紹介した。

② 5コマ漫酉（斎藤｛也 2002・付録2参照）を使用して、登場人物の視点に立たせ、登場人物が考

えていることを推測させるという課題を行った。具体的には、「プレゼ、ントを器けた郵捷屋さんが

考えた、子どもが泣いている理由Jを考えさせた。

③解説：心の理論（他者の心の中を推察したり、 f患者が自分とは異なる意識を持っと考えることが

できる能力に関する理論）、及び心の理論と関連している可能性の高い障害である自閉症を紹介し

fこO

⑤一日を通しての感想 (10分）

3.感想 「自分があたり前のようにやってるコトでも、発達に関係あって、発達途中の人は上手

くできないなんてコトは知らなかったJというように、解説の内容についての感想、が多かった。自

閉症に興味を持ったという感想も多く見られた。 （小池）
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3自由 10:30～12:00

したものであるJ

についてゲ…ムと し

る。

た

というものを

していたという

していたという

し、

っfこO

イコ

とられていたよう イン／マ

ているj というような

り、情緒発達的にもセン

クトは大きかったようである。

して、実生活を採り返ると患、し

シティブであっ られる。

3器自 13:00～は：30 ＼~き

るステレオタイプ

いている臨定化されたイメージ）

ることを話的とし

につい

ものであ号、もう

物についての印象を評定させ、どちらの人物に良し

2：ドクター＠スミス課題（斎藤他， 2002;

というステレオタイプがあると られな る。

もとに、ステレオタイプという

：くじヲlきにより ものを2人の人にそれぞ

る2人は内集団（自れどれだ

分の所属す

そ

か分からなくても、

⑤内集団びいきという概念につい

（自分の所属す

たと

る分配が多くなる

している。

どんな人物なの

られた。

った。
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3.感想、 「もうちょっと物事をいろんな視点で見る能力を養えたら、ドクタースミスが女である

コトに気づけたのかもしれないJr自分が医者というコトパにどれだけ偏見があったか分かったJ
等、課題2の体験から、多くの生徒がステレオタイフ。的判断や偏見について感想を書いていた。

（づ＼池）

3. レポートのテーマ

レポートのテーマは「うわさをすることのよい点＠悪い点J「集団のリーダーの機能と特徴Jの

いずれか一方を選択することとした。テーマは、自分で調べること＠自分で論理的に考えることを

促すため、あえてコースで学んだこととは関係ないものを選んだ。

4. まとめ

まず本コースは、社会心理学を中心に、対人関係に関する心理学の諸分野を扱ったことで、多く

の生徒にとって「心理学の幅広さを学ぶことができたJと感じられる内容であった。このことは様々

な体験的な課題 e作業を取り入れたことによって、 f楽しみながら心理学を体験できたJと思った

生徒がいたことと共に強調できることであったと考えられる。特に、いくつかの課題で、は生徒同士

でコミュニケーションをとる手続きをとっており、それが好評であった。

他のコースと比較して講義形式の授業時間が多かったため、講義を受けたことに対し f大学で学

ぶことを先取りできてよかったJと思う生徒も存在したが、一方では不満に思う生徒の存在もあっ

た。実際の授業において、授業者の期待遇りの反応がいつも見られたわけではなく、講義形式の授

いて今後どのように実践するのか検討する必要があるのはもちろんであるが、授業後の感想、

からは、講義からでも強いインパクトを与えている部分のあることが散見された。今回の対象は高

あり、授業内での即時的な反応よりも、一見潜在化するかのように内的に考えてみるという

頗向が見られた可能性が考えられるO （坂本＠小池）

引用文献

出口拓彦 2002 みんなで考える 吉田後和＠虞岡秀一＠斎藤和志

の人間行動」 明治図書

教室で学ぶ「社会の中

質問秀一 2002 i2壊のあいまいさを体験する 吉田俊和＠震関秀一＠斎藤和志編著教室で学

ぷ「社会の中の人間行動J

2002 ものの見え方＠見方吉田俊和＠虞岡秀一＠斎藤和志

の中の人間行動J 明治鴎書

教室で学ぶ f社会

;JサII一美 2002a 豊かな人間関係をめざして 吉田後和＠震関秀一＠斎藤和志

ぶ「社会の中の人間行動」 明治図書

小川一美 2002b 人に対する印象 吉田俊和＠震岡秀一＠斎藤和志

中の人間行動J明治図書

教室で学ぶ「社会の

斎藤和志＠小川一美＠坂本翻＠出口拓彦＠小池はるか＠漬岡秀一＠石田靖彦＠吉田俊和 2002 

「社会志向性Jと「社会的コンピテンスJを教育する（3) 名古屋大学大学院教育発達科学研究

36-



ヰ9, 227”245. 

＠出

コンピテンスJ

ヰ8, 233-255. 

る（2)

付録1. 2コマのまんが

付録2. 5 ::iマのまんが

＠石 ＠小池はるか 2001 

ドクター＠スミスは、アメリカのコロラド州立病院に勤務しているとても腕のいい外科医です。仕事中は

いつも冷静で、しかも判訴は大胆かっ慎重で、州知事にまで醇く信頼されている人です。ドクタ－ .スミ

スが夜勤をしていたある日、緊急、外来の電話が鳴りました。交通事故の琵我人を今からその病院へ運び込

むので手術をしてほしいといっています。父親が恵子と一緒にドライブ中、ハンドル操作を誤って谷へ転

落し、主主i立大被、父親は郎死、子どもは重体だと救急援員は告げました。 20分後、重体の子どもが病院に

運び込まれてきました。その子どもの顔を見て、ドクタ－ .スミスlまあっと驚き、その場に立ちすくんで

しまいました。その子は、ドクタ－ .スミスの怠子だったのです。

さて、ここで問題です。部死したお父さんと、重体の子どもと、ドクター＠スミスの三人の関｛系は向だと

患いますか？

付録3. ドクター＠スミス問題
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